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圓畢(月晦 円)解 訓24犀 哩O月3日r■一、

辮
発
獅京
鷲

客
蓮
合
同
の気
逼

全
國女
子
学
生
の自
治
組
峨は
、
津
田

塾
を闘
任
校
とず
る
全
國女
子
学
生
自

治
会
協議
会
と
、C
I
E
ボ
スプ
ス
女

史
お
よび
二宅〔ヌ史
か中
心
とな
つ
て

成
立
し、
委
員
長校
を
日
本
友子
大
、

近
畿
の
測任
校
蒼
奈良
女
高
師
(掌
園

新
聞
=
三号
参
照)
と
ず
る全
國
女

子
掌
些
協議
会
」r分
れ
て
い
πが
、

全
國
の女
子
掌
生
か
[つ
の
組織
に
分

れ
て
い
るの
は
ナ
ン
ゼ
ンス
であ
る
と

の
宙
か
彊く
、
双
方か
ら
含
同
の意
見

が
出
さ
れ、
去
る
二十
}日
、
日女
人

で
開
艇
さ
れπ
大
会
Cは
、
縄
対合
同

ず
べ
き
e
ある
こ
ご
を確
認
、
男
乎掌

生組
臓
とは
逆
に
統
一の
万
同
に動
く

新
聞
週
間は
ア
メ
ーーカ
に
そ
の起
湶
を
持ち
、
一九四
〇
年
以來
侮
年
十
月
一日
か
ら八
日
ま

で
行
わ
れる
年
甲行
事
で
、
新聞
発
行
に
とも
な
う鳴
殊
な
閤
題
につ
い
て読
者
大
衆
に知
ら

せ
、
新
聞と
読
者
の関
係
蒼
より
密
接
にす
る
こ
と
を目
的
と
して
出
発
し
κ。
わ
が國
で
も

昨
年
か
らア
メ
、

雛
霧

議
自
由
な
鮪

行
づ
ζ
新聞
に
(

いて
の
啓
蒙に
寄
與ず
る
所
大
きか
つ
た。
今
ま
た
こ
Σr
第
7回
新
聞
週間
を
む
かえ
、
民

‡圭
義
の旗
印
を
鮮明
に
か
、げ
て
自
由
の大
道
を
まい
進
せ
ん～
ず
る
日本
ジ
ヤー
ナ
η
ズ

ムの
豫
酬
にわ
が学
園
新
聞
も
欣然
と
謬加
ず
る
も
のC
あ
る
。本
紙
は創
刊
以
粛
ずで
に
三

年
掌
、
各万
面
の
縄大
な
る
援
助に
よ
め競
多
の
困難
を
梨
り
切
つて
今
や日
本
最大
の
学
生

新
聞
と
独
裁
者

　

交
化
新
聞
とし
て
、掌
界
お
よ
び掌
生
ジ
ー
ヲU
ズ
ム界
に
占
め
る
意義
と
使命
は
翼
は窮
大

な
も
の
～叛
つて
き
ア。
こ
Σ
に新
聞
週
間
を契
機
仏して
ざ
ら
に
一段
の
飛躍
と
駕
力
を読

者
騒
賢
に闘
ろ
実
第
郷あ
る
。
最
俵に
ト
λ
ー
マ
ン大
紛領
が
「新
開の
自
由
が基
本
的人
権

一

とセ

保
陸さ

は
共
存
し
な
い

縫
墨

るこ
と
に対
し

て
わ
れ
く
全
米
國
人は
永
久
r啄
謝
し
な
けわ
ぱ
な
らぬ
。
」
と斯
聞
の
自由
を
講
し
て

い
る
よ
うに
学
生
新聞
も
ま
た自
田
あ
らね
ば
な
ら
ぬ。
こ
わ
を捌
ぼ
ず
るも
の
は自
h
民

ギ
斗
義
看
の名
を
敏誕
し
た
も
の。
あ
る
こ
を
知
らね
ば
イ
ら
ぬ

九

大
で
辞
職
勧
告

人
事
院
規
則
適
用
さ
る

人
轟院
で
は
國穿
公
勝員
の政
冶
活
動の
制
隈
に関
ず
る人
事
院
規則
を
制
冠
し、
さ
る九
月
ト
九
日よ
り

施行
さ
れ
て
いる
が
、大
学
敦
授
も公
務
員
とし
てそ
の週
用
を
うけ
、
と
く
に政
治
に関
す
る
見解
を
公

譲
した
場
台
、政
党
政治
の立
場
から
劉
用
され
る
も
ので
あ
れ
は政
治
活
動
鈴止
の
條
項
に該
当
ずる
こ

こにな
る
と
い弓
見
解
か政
府
筋
」は
ζら
れて
い
る
一方
各
地
の
大学
8
左
賀糸
の
敢
鋭
の謡
職
勧皆
が

行
わ
れて
い
る
とい
う
情
報が
流
伽
して
い
た

1冊●●肪腸lll騨10開龍lllll闘11闘鴨

執
行
か
困難
こな
つで
坐
る
、掌
さ
の

自
治
煮
職
か同
ヒ
しご
巫
κ
ので
、
今

麗
解
散
しぐ
公
選
制
に6
つ
るこ
と
r

な
つ
π
、な
お
、
選摩
は
十
月
函、
六

え
目
の
二
日間
行
わ
れ
る予
足

九
月廿
四
日九
川
大
掌数
投
、
勝界
生

(カ
ノ
コ
フ)
睦
男
比
ード
イ
ソ語
担

任1
に
対
し大
脇
弟
二分
校
キ
蔑か
ら

「人
身
院
規則
に
蓮
反す
る
恥
屓が
あ

る
}と
の
理
田
¢葬
職
を勧
告
した
が

同
数授
は
岬
由か
適
当
Cな
い
と拒
否

し
講義
を
つ
"け
て
い
る、
同
大学
ご

は廿
七
日
凶
田掌
長
かタ
東
か
ら隔
任

し
たの
で
廿
八日
掌
部長
会
議
を、
ま

左法
群
両
掌部
ご
も
同
日数
投
会
を開

い
ご鞘
-
集
を協
謡
し
たか
、
さ
らに

公
務員
の
政治
活
動
に関
す
る
人
串院

規
則に
建
反
する
教
授
十名
丙
外
に対

し
て辞
職
を
効告
♂
る
のC
は
な
いか

と
見
られ
ての
叩に
は
山
中塵
男
、貝

島錠
二郎
敢
授等
も
憂
りて
"
る
r情

え
られ
る

一方
掌
生
側で
は
廿
六
、七
の
両
日各

掌
部で
自
滑
委員
会
赤
ひ
らき
、
廿
八

日
には
全
校
協
畿会
を
ひ
ら
いて
辞
職

反
対の
善
後策
を
立て
て
い
る
横
幟

で
、九
穴
教
職
員組
合
羅
合会
で
は
廿

八
日法
的
恨
拠
のな
い
離
職勧
告
に反

対
ず
る
と爵
明
在
出し
た

京
都
大掌
しは
現
腐何
等
か
』
ろ開
題

は
な
いか
、
今
後
何等
か
の
動
冒か
あ

る
の
では
な
い
か
と貝
る
同
も
あり
報

通
肋では
今
侮
の
教撹
会
、
誹諾
会
の

動
き
に
渥昌
し
て
い
る
(A
)

現
在
京
都
大
学

に
は
問
題
な
し

滝
川

滝
川
法
掌
部長
は
九
月

教
授
談

↑
九
日人
纈

院
規
則
お
よび
子
れ
を
めく
乙
問題
に

つい
て
つ
ぎ
のご
～
く語
,た

東
人
が
教
冒
に対
ず
る人
瓢
院
規
則の

適
用
Gか
、
子れ
π
よ
る辞
職
勧告
d

いう
よ
う
な
こと
は
こ
れか
ら
は
どう

なる
か
知
らな
い
が
現
右の
～
こ
ろ全

〔〔

然な
い
・
・そ
ん
な
話
・聞
い
て
ない
〔

大学
敏
授
の
即舗
見
解
は利
用
ず
る方

の勝
串
e
、
それ
2

や̀か
く
霊
う
べ
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の
的
e
ある
が
、
京人
」は
この

ほ
ど
}期
の九
月
卒
箪
昏甲
牟
数
の
=

期
進
学
者
が各
ウ
部
教摂
会
し
決7
さ

れ
π

こ
れ
ら
七千
円
べ
ー
ス
(マ
)
の学
牛

の
数
は
法
パ、経
二、
マ
六
、工
」O
、

医
五
、
理
六、
農
五
、計
四
〇
こな
つ

て
い
る
が
、こ
れ
は
昨年
と
同
数e
あ

り
ま
疋
側期
一年
生
のよ
う
な
約碓
数

京
大
工
自冶
会
改
週

一
十七
日

常
任
趣
員
会
を開
き
、会
計
管
匿
切り

轡え
の
都
合も
あ
り
、
疋機

側
のた

め↑
月
一、
三、
四
の
二目
間
矛
期
の

委
琵
改
蓬
を
行う
こ
と
を決
定
し
κ

選
挙
は
各
教
∫、
各
ク
ッス
別
に行
わ

れ
る
か、
工学
部
の
特
蕨恥
情
を
考慮

τ
て
立
候
鰯

藷

を
鯖

、棄

槻
解高
い
場合
は
再
選
挙
みと
の
処齪

盲
何う
こ
～
に
献つ
κ

璽
萎
医
学
輩

置

延期
さ

わ
て
い
た同
学
会
医学
部
協
議員
立
候

補
者
は
二十
日
締
切
っズ
が
、定
員
ど

お
り
の
ため
、
左
の四
名
か
無投
曝
当

選
決
定
した

尾
形十
一、
ー野
陽盟
、西
陶槌
氏

柚
木
超夫

燃
騰
辮
灘
靴

と四
階
建
の鉄
筋
か秋塞
に
耗
え
てい

る、
待
勲
ケ丘
と
呼
ばれ
る
疑
勝
の地

なだ
ら
か
な坂
道
を
春は
櫻
の
、
秋は

もく
ぜ
芳
督
に湧
学
り途
突
を
樂
しむ

の
か新
制
阪
大四
自
五
十の
譜
霜
eあ

る
、浪
魂
高
校
を北
校
、大
阪
高
校
を

南
校
に、
北
と南
に
分
敬凶
立
さ
れた

新
倒阪
大
は当
初
か
ら
幾多
の
問
題
を

孕
みな
か
ら「
と
も
か
くこ
の
九
月
一

日
から
開
灘
しκ
、
め
くま
れ
π
環塊

に
あ
る～
は
い氏
何
処
も同
じ
新
制人

学
に吹
く
風
は伶
い

◇敦
室
の
壁を
訴ち抜
いて
◇

ヰ人
近
曳は
い
ると
い
ら元
醤

の
講

贈
に交
哩
科
新入
の
全
生徒
を
簗
めて

経済
学
の
講
義で
あ
る
、
マイ
ク
がな

いの
し
優の
万
℃は
さ
つは
り
関え

試い[シ
ュン
ベー
タ
ー
の=

経
済
現象

力

以
ー
を
も
つて
私
の
経
済掌

の
方
法
諭
遊終
り
ま
ず」

途踊
ド前
の方
で
笑
い
雷か
一斉
にど

よ
めく
、
一節
の
ノ
ー
ト
冶終
つ
て改

授
力煕
板
に
何
か警
き
出ず
と
隣
の学

生
～
ヒソ
く
ノ
ー
ト
埋
め
をや
る、

か
つご
生
雄
大会
で
は
絶
好の
演
遡
囲

所
た
つ勃
甲

階e
し
き
りに
ベ
ノを

走
らず
も
の
も
いる

一
つ
の壁
を
あ
ち抜
い
で
隔
赦至
か
一

ど
うL
て
も
スピ
ー
ド
・ア
,プ
にな

る調
べ
る瞼
囲
力
畷く
ス
ピー
1
は
速
い

ζ掌生
は
異
口
同勧
に
洩
らず
、
敦授

勉
「この
よ
う
な絵

Cは
自
然
教
授

も
困
難に
な
り
磁欲
も
失
われ
る
た
ろ

う
、
教科
轡
嬌
最後
ま
c
数
えら
れ
る

か
ど
うか
」
と
驕
る、
そ
れ
に時
間
割

に
不
備
かあ
つ
て
一日
運
続
して
敦
え

分
散
設
置
に
悩
む

合
併
議
義
で
凌
ぐ
阪
大

減
免
制
成
案
決
る

適
用
学
生
は
二
、
三
百
名

駅人
くは
こ
の
ほと
勒
に
施行
や〔れ
た

通
則
一卜
二
條
によ
り
授
費料
の
免
除

制
か
寅現
ず
る
こ
と
とな
り、
原
案
を

作
製
、近
く
諾
制規
成
正
委員
会
、
詳

議
会
の通
過
を
みて
施
行
され
る
謂
ぴ

と
な
つた

こ
れ
は今
ハ交
部省
の
通
運
によ
り
、

食
費
値
下
断
行

京
大学
生
々
婁

堂

束
大
岳
呂組
の
一「高内
第
一食
噴
は
現

在
食
費
五十
円
し
ある
か
、十
月
一日

西
部
頁
卓の
発
尼
とと
も
に食
費
を
統

一し
、
一良
一一食
(西
部
)
とも
に
二

十
八
円
に直
下
ず
る、
発
尼
以來
食
嘉

内
容
に
関し
て
は
割合
好
件
1持
し
て

坐た
だ
け
に、
今
度の
値
下
が給
食
面

にど
の
よ
らに
纈
くか
は
8
目
声わ
て

いる

も力

学
生
生活
の
窮
乏
佑も
は
げ
しく
な
り

つ
Σ
あ
る折
柄
、削
隙
生
課
e原
案
の

作
製
に努
力
し
て
よう
や
く成
案を
み

た
も
ので
あ
る
、な
お
輿
くごは
ず
C

に
施
行さ
れ
て
い
る

寺
尾前
厚
生
課
長頴

これ
に
よ

つ
て
週用
さ
れ
る掌
生
は
予算
の
都
合

も
あ
り、
大
体
㍉
【二百
名
捏匿
で
あ

三
う(乱

)通
則
=
十
三條
二
項
特
別
な

覇
由
のるも
の
に
つい
て
は別
に
ロノめ

る
減
兜
漠た
は
分
納規
定
に
よ
る

舗
特

研
生

40
名

掌
質
難
凍
刻で
あ
の
育英
資
金
もな
か

な
か
恥
えぬ
と
い
う昨
今
、
一期
(二

年聞
)
は
五千
八
百
円、
一一期
(三
年

間)
は
七
ト円
を
毎
月無
論
e
給興
さ

れ
るd八掌
院特
別
研
究月出は
}般掌
比・

つ
の細
長
い
敢
螢酵
な
つ
て
いる
、
全

部
くれな
く
て
y
って
聞
いた
こ
と
も

あ
つ
んと
い
う、
不
便
は
ひと
り
学
些

の
み
⊂な
い
、
それ
以
上
に敢
授
の
困

難
と負
担
の
過
幽、
敦
至
不定
e
勢
い

多
鍬
の学
生
を
教え
ね
ば
な
らず
、
　

時
間編
成
し
一週
八
時
間
の麟
掌
も
旧

高
枚
の年
分
の時
間
数
し
あ
るた
め
大

部
分涙
高
か
ら來
π
敬
授
方に
と
つご

だ
り
最初
と
最
後
の時
間
を受
持
っ
た

り
、過
窟
負
担
に
一囎
泊
閉か
か
け
ら

れ
る
ので
あ
る

◇図
雷
購
入費
四
午
門也
◇

八
月
よに
発
表
され
ア
敦
肩
白温
r
明

ら
か
なよ
う
に
、交
敦
予
算
冷全
獅
削

ら
れて
、
敦
至
は足
ら
な
い、
先
生
は

少
い
、発
足
皐
隅々
礁
に
梁
りあ
げ
π

六
畠制の
、
最
後
の過
罵
e
ある
、
新

制
人
摯
も
一踵
既紗
の
騨
鮪
を制
用
し

で
外
貝は
何
の
不足
も
な
い」
う
で
あ

る
が、
第
一四
孚期
(九
月
1
↑L
月
)

の
予
鈴
か約
八
〇
力円
、人
件
躍
に
八

〇
%
凌
・又出
し
て』
局
袈
つた
の
は
椅

子
の
補
い
ぐ教
墨
の墜
の
プチ
抜
き
く

ら
い
、
バ
ー作
り
に
}力
円も
か
、
つ

て
い
る
、図
書
室
には
三
カ
月間
に
図

●
購
入
費
とし
て
麦
給さ
れ
πの
は
箇

か
に
四
千
円、
官
報と
礁
誌
ぐ
ら
いし

か買
え
ぬ
と
いう
、
しか
も
裡
物劃
踊

周切
力
爪た府
の
所
有で
、
巫
年
塵月

にな
ら
な
いと
ど
れ
だけ
の
図粛
チ
の

他
力官
皿
であ
る
新鯛
阪
くに調
ら
れ

る
かわ
か
らな
い
、と
に
か
く時
側
欲

億
円
r
ー
る府
所
肩の
浪
高
の設
捕
一

切
を
お
い・rれ
と
渡ず
わ
け
には
い
ρ

ず
、
間
箔世
幣
と
の同
居
は
一般
ω
家

鷹
同
檬
」かく
い
ざ
こざ
か
起り
や
ず

ぐ
、
新
制入
の
発
星
を
暦
複
鰹に
し

で
し
る
の
あ
る

◇
立
ち蓬
れ
た
自台
蓮
動
◇

新
制
人
掌
レ
いつ
で
も
一回
甘
納四
白

下
Lr
ノ
の
印、型分
ア旧
1、σ按
出
身、

聾
り
か獅
篤
嵩
校
、駅
門
堂
秒
に分
れ

る
か
、旧
釧
高
検
出身
邑
に
ご
つて
誌

義
内
容
ρ低
ず
ぜ
るこ

も
く鳶な
闘

題
た

一

旧
制
高
校
の有
終
の箋
杏
師
bん
と
ず

る白
線
生
にと
って
角
幅
と
徽
電か
け

の新
制
六
掌生
r
対ず
る
感
橘
ミ好
意

的
く
な
い、
特
に
敗戯
優
旧
轟
峻の
ト

ノブ
在
切
つデ
甲
内
の民
ギ
化
、自
治

意
識
の
同
ー
のア
め
r多
＼の
肇
を

な
ー
r
釆
.
浪高
生
に
は未
た
に
自治

会
の
規
約
勲
累石
起
草ず
る
委
儀の
そ

の索
アセ
備委
髭
が
出
泌て
い
な
い新

制
防
ハ七
峻の
掌
牛自
冶
意
識
には
相

Ψヨの
拙
5ー
があ
る
、
南校
て
は
九月
[

日膨
義
開
贈
」」も
に学
校
出
身別
の

委
員
選
挙
によ
、
'
規約
㍉
疑
の匙
傭

に
r
り
カ
Σ
⊃π
、
兆
r南
の
地理
鮒

懸隔
が
ら
ζかく
趙
絡
かr
卜
分
L自

治会
の
発
d
もち
く
は
く
あ
る

交
部
省
も
鯨
会
も黙
2
kいて
は
何も

末

川

博

編
著

岩
波
六
法
全
書

昭和24茸≡麗
最 新 版

 

+
月
+
五
日
発
売

叢
禦
裂

姦
條
斎

最
新
最
良
の法
令
集
とし
て
罎
し
い鐙
机を誇
こ

本
面
冠
ここ
に
全
旧
的な
翼
編
否断
何し
混＼口の

分
頒
整
理
にも
根
本
的囲
新
を行
つ
」
顎
」劇

会
成
立
の
改正
労
働
法、
弁
躍
士法
斉
初
り
W磁

法
A口四
白
に及
び
、
多年
の
特
色
♂
5
疹照
條

交
、
事
項
累引
塙
全
く画
目
を
「新
し
⊂
、久
し

き読
書
の
待甥
に
膿え
ん
ζず
る
もの
マ
ある

舳
珍
版

一五
〇
貝

矩
慨
七
.O
O
円

棘岩 波書店 網

ゼ
貯議

.殉.
工黙
謬
懲

編

矢
脇
繭
世
界
の
科
掌
日
本
の
科
学
㎜

甲
島
農

フ
ラ
ン
ス
文
学
入
門

蔀
町擁
羅
赫
叫勘
幽

振
咋
東京
五
三
几
〇九
[

して
ゲ
れ
な
い、
新
制
大学
を摘
で
る

も
のは
な
に
り゚
も
決
ず新
制
大
掌
の

学
生で
あ
る
、講
義
か
終
ると
、
次
の

敦
至
んδ
～
聞え
る
削
の
庸を
奪
い
食

ら
πめ
に
、
睨
兎の
こ
こぐ
廊
丁
を
競

走
ヂ
る
Ωう
な
ご
ぐよ
り
先
に、
新
し

い
大学
石担
う
人た
ち
の
関
心の
回
け

ど
こ
づは
も
つ
～ほ
か
に
あ
⊃で
も
∂

い
の
では
な
か
ろう
か
(も
)

の
育
革
会
より
の
貸
質生
も
な
く非
常
一れ
て
い
る

探
用
卒
は
四
十
%

新
規
奨
学
生
発
表
さ
る

難
鰍都纏
蝶
贈

育

表
した

これ
に
よ
る
r出
闘
着
亀自
八
「
台名

甲約
四
割
(=
一〇
名
)が
揆
用
δれ

て
おり
、
6む
回
濠こ
の
八割
に
く
ら
べ

る
く
爾
倣
して
い
る
わけ
.、あ
る、

な
おこ
の
勅
規穐
用
壱
は甜
腰
の
ζδ

,

ロニ
ニのニコ
ニコニ
ロココニニコ
ニ
ロコロ

学

園

評

論

}

}

=
P
甲二

==
層■

公
務
員
ぐし
し
て

用
を愛
け
て
もし
遮
反
ずれ
は
+
万円

代
下
の罰
金
と三
年
以
ド
の徴
役

い

ろ罰
則
を
受
けね
ば
な
らぬ
。

も
ちろ
ん
文
学部
や
理
学部
の
敢投
は

そ
の掌
問
の性
質
上
現
巽の
政
治
や経

済
に
つい
て訥
及
す
る
機会
も
ψな
か

ろ
うし
、
講
幽を
ず
る
こと
自
体
か人

爾
畔規
則
に
蹟反
ず
る
と
いう
ジ
レ
ン

マ
を感
じ
なく
て
す
む
わ
け
で
あ
る

が
、罹
瘡
掌
部、
法
字
部
の敬
授
に
と

ノて
ば講
幽
てのも
の
と
圖腰
関
係
が

め
る
の
C冥
に
蕗本
朗
人
榴
にも
劣
ら

ず
泌
大な
こ
と
にな
つ
て
く
る。
講
画

や
ゼ
ミ
ナー
ル
は
職務
上
当
魅行
ら聚

冒行
爲と
し
て解
釈
さ
れる
とし
て

も
、
課
外の
研
究
会
や個
人
的
宿廓
ざ

らに
習
迦
や新
聞
、礁
諾
へ
の
筑争
の

場
合
ぽ
問山
に
な
つて
く
る
。

も
P
と
も
この
押
て
て
この
豪
、弓㌔も

何
も
政
摺
O
詳
済

の
r

を
繭
ー
一
は

い
け
な
い

く

規

'
し
て
い
k
い
。
し

か
し
政
治
胞
目
的
る
持
つ

り

特
」
^

政
覚
を
支
持
ず
る
営
動
る
勢
じ
♂
あ
幽

だ
け
だ
か
ら
形
式
飽
に
は
何

間
題
に

な
ら
ぬ

」
い
う

こ
と
に

な
り

'
う
だ

が
、
一
体
現
累
の
政
治
や
経
済
の
問
題

を
政
党
や
内
醐
の
群
済
政
策
の
批
判
な

し
に
は
舗
ず
る
こ
と
は
事
実
1
^
可
能

ご
あ
る
。
そ
し
ご
狂
劉
い

'の
翌

非
を

論
ず
る
と
い
う
こ

に
な
り
、
桝
局
は

着
田
内
閣
の
政
〔
を
や
主
ず
う
か
反
対

ず
る
か
と
い
う
∂
う
な
モ
に

八
っ
L
、

純
諸
間
的
な
立
揚
」
あ
る

ー
も
か
Σ
わ

ら
ず
破
滑
醐
目
的
を
㌔
,

勤

〆
回

搾
な
㍉

油

出̂

∂
こ

も
あ
る
。

こ
れ
零
の
学
ー
の
卯
⊂
も

ん
ζ
A匪
、純

棒
群
済
.仁

訊
し日
煽
的

し
あ
り
紳
象

貼

と
曲
学
笹
配
h
ぴ
`
い
⊂
、
人

.既
規

の
大
学
教
授

ニ

九
月十
九
日
から
施
行さ
れ
て
い
る國

泳
公務
日
法
餉白
丁條
にも
と
づ
く人

珈
院
規則
は
公
欝
の
政治
活
勤
を大

幅
に
禁
止し
κ
もの
で
、
ζれ
が
憲
伝

に
規
定さ
れ
て
い
る墓
本
的人
欄
を
制

隈
ず
る
もの
で
あ
るこ
と
は否
溝
し
得

な
い
路
実
Cあ
ろう
o
し
かし
今
こ
」

じ取
りユ
の
よ
う
ヒし
て
い
るの
は
こ

の
人
畠
院規
則
こ糠法
と
の関
係
C
は

な
く
、
閾
根公
務
員と
い
う人
稀
の
甲

に大
掌
の教
搬
か
ス
つて
い
ると
い
う

串巽
か
h生
し
て
く
る問
題
eあ
る
。

4
慧
わ
ち大
鴇敦
授も
こ
の規
q
の
濁

1

法
E

掌
園
新
聞
～
い
5
」
で
販

材
範
囲
が
隈
欝
ご
れ
て
い
る
、
そ
う
い

つ
か
滝
味
e
マ

〆
7
U
ズ
ム
に
陥
ら
ぬ

よ
つ法

F
(
女
子
挙
生
)

「
面
は
懸
い

意
脈
¢
戸
カ
デ

、
ソ
ク
e
あ
る
、
も
っ

じ

と
タ
イ
ム
U
l
に
具
体
的
に
問
題
蒼
と

ら
え
て
ほ
し
い
、
名
前

の
う
れ
κ
有
名

人
に
霜
か
せ
て
魑
名
の
ズ
ー
ム
バ
リ

濫

-
で
っ
ろ
う

』
9
る
傾
向
は
や
め
ご
ほ

し
い経

D

編
垣
力
針
が
あ
い
ま
い
e

一
あ
る
、
も
⊃

蓬
歩
的
ρ
あ
つ
ζ

oい

一

法
H

紙
面
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統
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酔
狂
よ
り
醒
め
よ

大
新
聞
の
光
栄
の
た
め
に

私
の手
に
はい
ま
一枚
の
古
新聞
か

あ
る。
そ
れ
は
一九
四
八年
一
一月
三

〇
臼附
の
「東京
民
報
」で
あ
る。
そ

れ
は私
κち
の記
憾
に
一生
残
る
であ

ろ
う藁
京民
報
」
の終
刊
号で
あ
る
。

融
覗
には
「民
報
絡
刊
のこ
と
ば
」が

掴
げら
れ
、
題寧
の
下
には
「謹

サ
報
の死
」とい
弓
ヒ
晶1
・デ
ィ
ー
ン氏

の
こ
とは
が
のせ
ら
れ
「解
放
曽
」は

「反
動
声
ま
長い
お
世
語
にな
り
まし

た
」と
皮
肉
な挨
拶
を
叩
きつ
け
てい

る。
「あ
あ
燈け
る
膵史
閉
ず
」
と題

ず
る三
力
年
の苫
闘
盛
が、
「碧論
の

自
由の
名
の
もと
に
、民
ヰ
的
な醤
訥

を
封じ
た
も
のは
誰
か。
そ
れ
は爽
京

民
報の
最
後
かあ
き
らか
に
酷
つて
い

る
であ
ろ
う
」と
結
ば
れて
い
る
のも

、最
後
京
で
「天
氣
予報
ト
が
「明
旧
-

北
の風
弱
く鴎
」
と
報じ
「こ
よみ
」

が
「月
齢
一.八
・九
、日
出
六
時
三十

分
、
日
入
四時
二十
八分
」
を
配録
し

てい
る
の
まて
も
悲
憶で
あ
る
。

鍵
上
稀
にみ
る
昭
電大
疑
獄
に、
芦

田均
の
命
渾が
き
わ
凍
つた
そ
の日
に

くし
く
も
時を
同
う
して
わ
れ
われ
の

友
「民
報
」が
倒
れ
たの
倣
遇
然C
は

な曳

日本
の
反
勤
的な
笈
配勢
力
が

自ら
の
醜
駄を
人
民
の目
か
ら
おお
い

かく
し
、
より
有
効
に反
民
中的
な
プ

ロパ
ガ
ン
ダを
彊
行
する
た
め
r跨
論
・

陣
の
「粛
滑
」
を敢
行
し
は
じ
めた

l
l
そ
れは
そ
の
時
には
じ
濠
つた
話

では
な
いが
ー

の
が昨
年
の来
で
あ

る、
そ
の時
じあ
っ
た。

以
後
十カ
月
、
ア
カ
ハタ
が
五十
万

部
近
く
に伸
び
、
全
燕新
聞
が日
刊
に

な
る
ま
でと
ぎ
つ
け
る
の
と
逆
行
し

て
、民
報
に
家
いで
旨
諭
斎守
つ
た「新

漿
京
h
廃
一新
聞
h國
除
タ
イ
ムス
」

が
次
々
と倒
さ
れ
て
いつ
た
。

そ
し
て
「下
山
・
三履
堺
件
」璽

見
る
人
が見
れ
は大
して
智
憲
の
な

い
、
け
れど
も
相
対飽
に
は十
分
有
効

な
}大プ
ロパ
ガ
ン
ダが
刻
と々
用
意

さ
れ
つ
つ、
行
政
弊理
の
大な
た
が
振

♪か
ざ
され
て
い
つた
の
で
あ
る。

か
の
一
・一
六
恥件
の
輿
の朝
、
藁

京
朝
日新
聞
は
璽
原
・中
僑
らの
將
校

ノ

の
ひ
き
い
る五
+
余名
の
兵
士の
泥
靴

に
お
そわ
れ
、
積
創
の兵
は活
字
ケ
ー

ス
を
くず
し
て
新
聞発
行
を
}時
不
可

能
に
し
た。
そ
の
十
二年
の
支配
体
制

を
ま
さ
に完
成
せ
んと
し
た前
夜
の
日

本
想
部
フ
7シ
ス
トに
と
つて
、
そ
の

瀬

木

宜

夫

日
の大
新
聞
「朝日
」
は
怖ろ
し
い存

在
であ
つ
た
ので
あ
る。

・
が、
い
ま
よ
うや
く
雌上
に
頭
をも

た
げて
天
下
を覗
う
明
日
の日
の
フ
ァ

リ

シ
スト
た
ち
に
と
つて
、は
た
し
て今

日
の大
新
聞
は怖
ろ
し
い存
在
で
あろ

う
かそ
れ
と
もた
の
も
しい
俘
在
なの

で
あろ
う
か
。わ
れ
わ
れは
、
か
つて

の
日網
の
目
の
よう
に
張り
め
ぐ
らさ

れ
た日
本
帯
國圭
義
梱
力
の櫛
察
刀の

圧制
下
に
、
日本
の
新
聞が
太
李
議

寮
の前
ま
で
、わ
ず
か
な幅
の
中
でこ

そ
あれ
、
持
ち
つづ
け
よう
と
し
た相

対的
な
意
味
ての
良
心
と
、そ
れ
を守

る
べく
営
々
とし
て
ほ
とん
ど
目
に見

えな
い
努
力
に身
命
を
かけ
て
い
た数

少い
蓮
歩
鮒
な人

の々
いた
こ
と
を知

るか
故
に
、そ
の
傳
統
の命
蓮
を
深く

思わ
ざ
る
を得
な
い
。

だ
か
、
か
つて
サ
ー
ベル
の
螢
とと

もに
、
み
の田
胴
園
的ジ
ォ
ー
ナ
Uズ

ム轍
察
官
か
登場
し
たよ
う
に
、今
日

も凍
』
.口鵡
の自
由
を鼓
舞
ず
べ
き新

聞
の騨
沓
の
中
には
こ
弓天
弓
類
か現
}

れて
い
る
。
「旬
目
が下
田
願
件
につ

いて
目
殺
睨
を賂
ん
に鶴
き
立
て
る。

笛
Hが
國
鉄
労組
の
御機
嬉
を
販結
ぶ

因
果
関
係
かあ
る
と
は私
は
思
わな
い

…
b
」

読
駅
は多
少
行
過
ぎて
い
る
か、
そ

の努
力
振
りは
驚
鴎
に値
ず
る。
傷
日

は
初
め
下
山ら
し
い入
物
が
休
んだ
と

いへ
蕨
館
を
つか
んだ
鋳

はさ
る
こ

とな
か
ら概
し
て
負
けな
い
そ
と蓮
呼

し
て
い
るよ
う
に
みえ
る
。

朝
日
か
二十
八
日報
ず
る
がご
と
き

血
痕
に
対ず
る
新
事翼
は
事
件解
決
の

近
き
を
思わ
し
め
る。
や
カ
て事
耳
か

明
白
に
なれ
ば
何
れか
一方
の職
か
負

け
に
な
るこ
と
は必
至
で
あ
る。
:
…

さ
ら
に毎
日
二
六
二六
七号
は
砒
睨

欄
℃
下
山事
件
を
批判
し
て
「紳
嚢

弱
で
自
殺し
、
遺
甫
でも
あ
れは
こ
の

騒
ぎ
を
せず
に
ず
る、
虚
勢
を張
つ
て

い
る
う
ち
に融
嚢
競
に
な
る、
筋
金

が
入
つ
てい
な
い
、
ヘナ
く
腰
が
多

へ
い
、
諏
要な
地
位
にあ
る
者
の自
殺
は

閑
な
る私
事
で
は
ない
…
…
」
と凍
る

で
下
山
氏
か弱
く
て自
殺
し
たか
に
霜

立
て
て
あ
る。
・…
・・

「侮
日
は論
睨
委
員
に左
翼
配沓
か
い

る
ら
し
く時
に
眼
にふ
れ
る
。こ
れ
は

明
ら
か
に左
翼
思
想
しあ
る
oも
し
左

網
で
な
いと
冒
い
彊る
な
ら
左翼
迎
合

の
砒
睨
℃あ
る。
…
…
」
(新
聞
の新

聞
」七
●=
九、
馬
曳
比
)

眞
興を
爾
え
るこ
と
を
もつ
て
任
と

す
る新
聞
に
、眞
実
を
餌え
よ
と
い
わ

ず
に
、まず
左
貿
に
迎合
ず
る
なと
「脅

迫
す
る。
し
かも
下
山
自殺
説
ま
で
が

「左貿
」
的
で
あり
、
も
し左
駕
的
と

い
われ
た
く
な
いな
ら
、下
山
伐
は
労

働
組合
に
暗
殺さ
れ
た
よ
うに
甫
く
ベ
ノ

き
だと
い
う
のが
、
こ
の現
代
の
み
の

田
胸面
、
馬
製先
生
の鈴
法
で
あ
り訥

理
℃あ
る
。
(下
山
崩
件
の豹
一報
に

「下山
國
鉄
難
曜
殺
さ
る」
の
見
出

し
を掴
げ
た
時購
新
報
のご
と
き
は定

め
し先
生
の
よみ
し
疋
もう
と
こ
ろで

あ
つた
に
癌
いな
い
。)

かく
て
、
い
まや
、
一世
の
木
たく

た
る
べき
大新
聞
は
、
一願
日の
み
の

田
胸諸
の
穣
繁的
「瞥
告
」に
し
た
が

う
か、
翼
輿
をも
と
め
る八
千
万
大
衆

の
要望
に
鯨
冥な
ら
ん
とず
る
か
の岐

路
に立
つ
。

今
に
し
て
われ
わ
れ
は、
明
治
三十

六
年
つい
に
宅職
論
に
左組
し
た
万朝

報
を凱
つ
て
立上
つ
た幸
偬
秋
永
が、

へ

天
下
の大
新
聞
に南
つ
ん
こ
とば
を
慰

わ
ざ
る
斎得
な
いo

「天
れ齢

紙
か能
く
「砒会
の
木
た

く
」み
り
、「公
値の
践
め
」を
標
壇

し
て、
肚
会
の僻
敬
を
隊
する
を
碍

る
所以
の
者
転
、ユ
に
爺

の顕
脳

と
颪抜
の
融
薗
を以
て
、
解物
の
是

非
利
宅
を判
撒
し、
岬
怪
の命
ず
る

そ
れ
に対
し
て
、あ
る
い
は
「部
の
共

摩
党
薗諸
君
は
こう
い
う
か
もし
れ
な

い
。
もは
や
彼
らヌ
ル
新
は
は
つき
り

と
反
革命
の
側
に
立つ
て
い
る、
だ
か

ら
彼
らの
取
材
を拒
否
し
、大
衆
を
し

て
朝
日
.説
魁
をよ
む
ご
之
を止
め
さ

せ
、百
万
部
の
「下
山
パ
ン
フ」
を
大

衆
の甲
に
「持
ちこ
め
」
と
。

所
に
從

つ
て
、
國
民
の
指
導
番

ん
る

に
在
ら
ず
ん
は
あ
ら
ず
。
:
鳴
呼
、

価
天
下
の
新
聞
記
意
よ
、
公
震

に

一
点
國
家
を
腱
し
國
民
を
凌
す
る
の

心
あ
ら
は
、
少
し
く
其
酵
狂
よ
り
醒

め
よ
、
而
し
て
麹
に
國
民
を
醒
ぜ
…

よ

X
・・露・・:
・×

私
罐
路
に
立
つ大
醜

と云
つ
些

し
かし
私
"ロ
ガか
い
わゆ
る
ソ

ル
ジ
9ア
●ジ
ャー
ナ
リ
ズ
ムの
「

人
C
あ
6か
ら
か
もし
れ
ない
か
、

依
然
し」
r
大
勒聞
は大
切た
と
思

つ
て
いる
魂
ブ
ルジ
塑ア
の野
質
を

と
らえ
、
ブ
ル
ジ
ョア
の機
関を
利

　

用
し
て」
菰
師
を行
え
と
い
つた
の

は
、
他な
ら
ぬ
レー
ニン
であ
る
。

「前
備た
け
て
決賑
ず
る
こと
は
罵

鹿
げ
てい
る
は
かり
で
な
く、
騨
悪

で
あ
る
」と
い
った
の
も
レー
ニン

で
あ
る書
労
働
沓
階級
の
注愈
を
圭

と
し
て労
働
者
陶級
に
だ
け同
け
さ

せ
る
も
の
は
共
薩
+
蕪著
、
は
な

い
」
とい
つ
た
のも
レ
ー
ニ
ンで
あ

る
。

私
は何
も
大
新聞
の
「縮威
」
に
低

」頭
す
る大
衆
の
票大
ヰ
義
に
へ
つら
う

も
の
では
な
い
。か
、
大
新
聞の
拒
否

た
け
か、
そ
の
恥大
半
義
を
止嫡
し
兇

服
す
る
唯
】の
方法
くな
い
こと
は
、

何
よ
り
も鞭
更
の
弁証
法
か
数え
る
で

あ
ろ
う。
ー
四
九
・九
・二ー

(雑
軽

)

描
き
出
す
働
く
者
の
委

口
新
協
劇
団
大
阪
公
演
を
み
て
凹

昭
和
初
年、
か
つて
日
本
の
労働
昏

　

蓮
勤
の
昂
瑚期
に
プ
ロレ
タ
リ
ア小
親

とし
て
、当
時
の
闘
筆を
描
い
た
印刷

労働
昏
出
身
の偬
永
圖
の有
名
な
「太

陽
のな
い
街
」が
劇
化さ
れ
て
、
日本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア劇
崩
同
盟
9
ロ
ッ

ト)
加
盟
の左
翼
劇
場
によ
つ
て鍼
地

小
劇
場
に
おい
て
上
演さ
れ
た
のは
昭

租五
年
二
月で
あ
つ
たo(脚
色
小野
宮

吉
、
藤
田価
雄
、
演
出村
山
知
義
、装

置
金
須
孝
)こ
れ
は
演劇
の
面
に
おけ

るプ
ロ
レ雰
リ
ア
・
レア
リ
ズ
ム
の作

品
と
し
て、
演
劇
史上
に配
録
され
る

も
の
だ
つた
。
内
容は
大
正
十
売年
一

大

岡

欽

治

月か
ら
起
った
東
京
の共
同剛
刷
の
罫

ト
をテ
ー
マ
に、
昂
渤
した
瑚
輿
の謎

史
的事
興
を
描廃

劇
とし
た
面
を持

ち
、累
朴な
がら
も
当
時の
日
本
の労

働者
と
そ
の家
族
の
寝
を饗
台
に再
現

し
たも
め
だ
つた
。
それ
か
ら干
七
年

後
に、
同
じ印
刷
労
働
香
の闘
う
姿を

描
いた
「人間
製
本
」
が、
現
実
に印

刷労
渤
言
とし
て
働
く作
者
鈴
木
賢

に
よつ
て
穫
かれ
新
協
劇團
に
よ
つて

上演
さ
れ
た。
敗
職
後
、新
し
く発
足

した
職
場
に働
く
労
働番
を
中
心と
L

て
の
演
劇
運勤
、
ず
なわ
ち
自
立演
劇

の発
展
は、
同
じ
く
職優
ふ
た
」ぴ
活

7ロマンタン作
「アルジエリアの鷹狩り」(ループル噂物簾藏)

彼は19世紀蔚期流行した曳韻函尿の僅才)
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動
を開
始
し
た
新
劇ー
ー
それ
は
醐
門

演
劇
の部
門
に
お
ける
民
茅
キ義
的
演

劇
の醜
備
と
し
ての
演
劇
ー
と
馨

し
て
9た
が
、
昨年
に
至
つて
両
嘗
の

は、
今
や
全く
雄
携
な
しに
は発

展
し婿
な
い
段
階
に豪
C嬬
ん
で
音
た

そ
の具
体
飽
な裳
れ
が
、聴
門
演
劇人

と
自
立劇
園
■
との
交
硫
を樽
て
の
自

立
劇團
「rン
クー
ル
に
現
れた
自
立
演

劇
の創
凋面
の
一つ
の
遙成
で
あ
り、

現
輿
に働
き
、斗
ハ
交
化
とし
て
の職

場
内活
勤
の
展開
て
あ
る
。
一方
、新

劇
の面
に
お
け
る自
立
劇團
の
戯
曲
の

駈
門劇
團
の
上演
C
は
、山
田
時
子作

「友
チ寮
記
」
の民
塾
およ
ひ
劇
團塾

備
劇島
(大
阪)
、
鈴
木政
券

「人

聞
製本
」
の
新脇
罰
團
がそ
の
代
表
困

な
もの
で
あ
り、
一轄
物
の上
演
に至

つて
は
歓
え
きれ
な
い。
こ
の
よ
つな

●

ー
ミ
S
亀
D
ミ§
ミ亀
職
き
ミ
●
塾
ミ
ミ
ヒ

,
ミ
ミ
亀
じ
§
ミ
,
匙

ミ
量

D
ミ
ミ
、暴

こ
ミ
亀
職
ミ
ミ
i
亀

ミ
ミ
亀
,
、ミ
ミ
量

ミ
、,
匙

ミ
・i

亀
ミ
ミ
塾

ミ

醐　
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齢
本
は
い
ずれ
も
掌
皆
のみ
に
よ
つて

企
随
綱
簗さ
れ
た
もの
ご
あ
り、

は
文
払
の面
か
ら
、他
は
整
の
面

か
ら
し
か
畠
耐
後し
て
、
同じ
京

都
大
学
の甲
か
ら
出て
來
瓦
こと
は

一照
興
味の
あ
る
恥柄
C
あ
る。

ま
ず
、
ギリ
シ
ヤ
の牧
瀞
を
名
にと

つた
礁
誌
PA
N
の中
に
は
、花
び

ら
に
唇
を審
せ
、雨
蕾
に耳
ず
ま
せ
、

カ
ナ
く
螂
に
涙
ぐむ
い
κ
いけ
な

少
年
少
女
…
・で
はな
い
大
学
蟻

生
の
ウ
ツク
し
く
もナ
ヤ
マ
シ
曽詩

歌
か
ら「
掌
蛙
の
レブ
ラ
に
影え
、

酒
を
あ
ふ
って
女
をか
き
嗣
く
シ
ン

コク
な
副
楳に
至
る
まで
の
、色
と

り
ぐ

の交
艶
皆
叩がず
ら
り
と並

ん
で
い
る
。そ
し
て
しか
も
そ
れら

の作
品
r共
贈
な
点は
、
自
然
ド感

歎し
、
人
生を
想
い
、自
己
に
考え

ると
詞
っ
た、
大
正
時代
の
「敢
煮

派
こ
を
ほ
うふ
つ
さ
せ
る作
風
てあ

る。
自
然
と、
人
生
と雪
自
♂
、そ

こ挺
は
普逓
と
綴

あ
る
か種
はな

い・
3:
耐会
閥
魍
の
激成
し
πさ

なか
に
あ
つて
、
砒会
か8
い
(唐

糧
逝東
大
嬉

っの
本
が
木
町
二、
瑚
代
史
への
猷
み%
砒
会

現れ
プ
.∴
つ詮
交
学
部
鷺
の
欠如
。
望
rこ
の
点
にヒ
+
パ

学
会々
の
目称
認

掌
生
頁
の綿
合
歴
誌
「P
A
N
」の
物
足

ロ

文
ぬ搾
合
驚山
「P
AN
・り
な溶
は
あ
る
。こ
れ
は
「政
治
鮒

」
ぐあ
り
、他
の
「つは

な
もの
か
ら
全
くは
な
れ
で」
～
営

「京
都
大
掌
肉牛
目
治委

う
鰹件
付
き
で
、
7、
三
の大
掌
々

昌の
キ
記
」と
サ
ブ
タ
イ
長
や教
撲
か
ら
、本
"砦
何の
企
て

トル
さ
れ
た同
学
ク
ラ
ブ
斎
お葺
に
あ
ず
か
つた
と
欝う
こ
の

の「嵐
に叫
ぶ
」と
醤
う本

本
の経
樽
に
起
因し
て
い
るの
で
あ

で
あ
る
。
これ
ら
一朋
の

ろ
うか
。
自
分
たち
自
身
の庄
ん
で

い
る阯
会
か
ら離
れ
去
掌生
蓬
の
作

一
畠は
、
暴
電馬
趨
よ
く獺
取
り
、程

よく
絶
望
し
πイ
ン
テ
リの
マ
スタ

ー
ペイ
シ
.
ン
(自
慰
)に
し
かな

り襯
な
い
こ
とは
当
然
であ
ろ
う。

さて
こ
そ
こ
の本
の
企面
さ
れ
た五

月
から
六
月
にか
け
て
は、
京
大は

も
ちろ
ん
、全
國
の
掌
園
にと
って

われ
く

学
生の
就
会
に
おい
て
、

最
も疲
乱
の
多
かつ
7
晒代
で
あ
る

に
拘ら
ず
、
個
人的
ア'ル
バぜ
ト
へ

の感
鰹
嫉
あ
つて
も
、
肚会
的
意
腰

.を
も
つて
描
かれ
た
}片
の学
生
肉

活
、は
も
ち
ろん
、
学
生霊
動
の
「

ガ
」
の宰
令
出て
は
策
な
い.
バ
ン

醜
は
オリ
ン
パ
スの
展
の上
で
、
の

ど
か
に角
笛
を
吹
いて
い
πの
で
あ

る
。紹
算
子
ご
はな
い
が
「ど
ん
な

も
のが
出
楽
る
だ
ろう
か
」と
轡
う

駅
勤
は

「
ζ
ん
な
も
の
か
愚
來
て
し

ぢ
り
つ
声
」
気
,目ろ
感
慨
に
終
り
そ
う

が
。
全
く

「全
ぞ
唖

い
も
の
は
稀
で

あ
る

共
蟹
凹
賑
し
あ
る
。
」
し
か

し

「男
数
の
進
む
に
つ
れ
て
谷
間
よ

り
鵜
溝
の
は
}」
ろ
ご
と
く
旨
P
A
N

碧

の
理
¥
P
A
N
」
の
圃
跳
ん
る

発
展
沸
待
畑畢
3
る
こ
と
と
し
よ
う
o

次
に

「
嵐
に
叫
ぶ
」
の
方
は
、
当
時

間
掌
A蟻

帥
で
あ
つた
玉
人の
掌

牛
入
ち
に
ま
る
、「
京
大
琳
件
の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

箪
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

審
抑
飽
な
ル
ポ
と
魯
う
よ
り
は
、
余

ア

リ
に
も
主
観
的
、独
善
的
、蜜
傳
的
、

つ
ロ

ヱ
　

リ

コ

ロ
ロ
　
ロ
　

隣

」汐
マ
」

山星
人
に
表
れ
た

セ
ミ
・ド
キ
ュメ
ンタ
リ
ー
小説
?

と
で
も醤
つた
方
がよ
か
ろう
魂
お

茶
の水
駅斎
出
る
山手
線
が轟
然
と

通
り
過
る度
に
、
三人
の
坦
衰
しπ

頬
を
かず
めて
、
如月
の
水
岸
を混

え
た
よ
うな
鳳
が
吹3
上
つ
て
聚

る
」
か
ら姥
浜
り
↓花
も
忘
れ、
酒

杯
も
忘
れて
学
生
自治
に
明
け、
掌

生
諏
動
に腎
れ
た過
去
を
翼
かし
み

っっ
Q」し終
る
ま
るで
セ
ン
チな
女

学
牛
の感
傷
石
こ
めた
よ
う
な
この

自
治
凄
賞の
手
記
」は
「P
AN
」

が
文
塾
の面
に
おけ
る
マス
ター
ベ

イ
シ
ロ
ンと
ず
れは
、
こ
れ
は同
学

ク
ラ
ブ
の学
崖蓮
動
にお
け
る
マス

、亀

匙

、ミ蒔

●

ミ、ミ、
亀
,

、ミ

、塾

、誉

、
ゆ

友
1
ペ
イ
シ
瑠
ン
⊂
あ
る

r7
奄

伍

し
、
票
靴
掌
按
刈肩

レ
対
し
、
q
何

叩

う
●
蹴
r
京
へ
恥
魯
り
6
ず
、.
ぺ
ら

な
ろ
外
部
矧
り
r
も
口
山
さ
わ
は
い

瑠

な
現
象
分
析
の
み
に
移
っ
て
、
殊
礎

立
場
よ
り
学
手
の
利
、
筋
識
リ
ノ
め

,催

に
その
本
質
懇
を
回避
し
、
自d

r
休
む時
存
難
らな
か⊃
表の
C
あ

り

の
行
動
と
立
場
を
正
当
づ
け
よ

ら
と

る
」
と
い
う
こ
の
自
冶
停
顔

ち
の

脚

す
ろ
著
昏

(ち
の
オ
シ
ソ
ケ
が
ま
し

〃
辞
任
の
辞
"
を
認
5
さ
わ
て
は
、

'卿

い
態
度
に
は
、
説
哲
を
し
で
嫌
搬
と

「
そ
ら
で
あ
つ
九
か
」
と
.
余
り
に

曜

ヨ
う
よ
り
は
む
し
ろ
ア
ワ
レ
を
さ
え

あ
　
く
も
モ
ソ
タ
イ
な
く
て
へ
　
わ

備雛
購
輔
蕎
騰
謙灘
轟灘

}

ノ

ト
由
決
の
脈
渥
を
、
も
弓
く

λ
る

と
い
(
、
最
も
大
切
な
も
う

}
旨
を

犀
と
と
こ
う

く

π
る
㎞
爵
の
甲

醤
い
忘
れ
て
お
い
C
に
な
る
の
C
は

に
、
今
で
は
い
さ

」
か
時
勘
お
く
れ

な
か
ろ
う
か
と
薦
わ
ざ
る
を
禍
な

ハ
　
コ
　
び
ヨ

い
り
　
　
こ
の
な
の
ぶ
ね
す
る
　
は

颪
ト

鱒灘
灘
纐

儲

一つ
の

側
面

れ
π
この
「パ
ン
」と
颪
」9

サ

のスま

たつぶ曇

出
醐
難

飢調

嫉
郎

ず交
学
的
表現
力
は
大
し
疋も
の
た
面
を、
一つ
は政
治
の
面
を代
表
さ
　　

が、
こ
れ
力何
敵
同
掌会
を
籍

て
せ
る
もの
と
蛸
るの
は
攣詩
e
あ
ろ

も
した
こ
との
旺
明
にな
る
の
かは

ろ,。P
A
N
は
蓉岬
を
意
肱す
る
と

さ
つは
り判
ら
な
い
。本
霜
ぐ
は故

共
F
ま人
P
A
NI
C
の
融源
σ
も

磁
!省
かれ
て
い
る
か、
法
学
椀
の
あ
る。
さ
れ
は
〃P
A
N
〃と
〃嵐

グ

学隻
逼
が、
す
ぐ
そ
の醜
に
同学
会

"
は無
関
係
Cは
あ
る
ま
い。
発
何
帰

不屑
任
の
決讃
を
し
κこ
と
は
周知

二
千部
の
〃PA
N
〃は主
と
し
て
贋

のロ
　
で
ある
か
ら
ロ
ヨほ
ス
　

タ
おけ
け
に
その
ヰ
は
をが
き
へ
　
レ叩

の大
隼
を
幅牲
に
し、
ア
ル
バ
イ
ト
千
綿発
衙
の
〃嵐
レ
叫
ぶ
"は
全
國

の余
暇
も
なく
、
耐
乏生
活
に
抗
し
大
掌
妬導
へ
肉け
て
一船当
て
、
選

タ

つ
つも
、全
学
生
の買
望
に
答
え
る
製
れ
て
い
る.
し
か
し
これ
ら
一

ヘ

べく
、
胃
任感
と
正
暁
櫨に
燃え

朋
と
も、
肝
腎
の策
大
に
おい
て
と

て
-或
隠
は民
自
党
内剛
の
保
守逢

ん
と盟
行
き
か無
い
の
は
一体
何
を

と
闘い
、
或
時
は交
部当
局
と
抗
物
馳
つて
い
る
のて
あ
ろう
か
(K
)

μ

両
者
の
憂流
の
扇
翼
を見
逃
して
、
今

この
作
畠
は日
本
の賢
本
r
磯
機穐
の

圓
の
「人間
製
本
」
のト謎
の意
喪
愁
解
睨
図て
も
あ
る。

適
確
に
つか
む
こ
とは
出
榮
ない
。
塾

演
出
(村
山
知
繊)
は
侮
mの不
尼

嫡
11
演
劇
を照
に
跳岡
附
疲餉
面
か
ら

を生
ざ
た婆
に
お
いて
楠
足
し
よう
と

批
劉
ず
る小
プ
ル
飽批
劉
は
、今
日
の
ず
る
意
図を
も
つて
、
從
嫌
の新
協
の

錘
備
0
演劇
を
正
しく
分
析
し発
展
さ
弱
点
で
あ
つた
演捜
陣
の
分
裂を
統
一

せ
る
契
機
を持
た
な
いの
は当
然
て
あ
す
る
た
めの
努
力
をし
て
い
るこ
と
は

る
。

分
る
が
、囁
二
幕の
白
ん
一寒
の場
㏄

『人
間
製本
」
の
戯曲
に
っ
いて
は
す
は
ま
だ
る
つこ
しさ
を
救
い
甫な
か
つ

で
に
椴
酎が
種

行々わ
れ
て
いる
が
、
た
が
、第
三蟹
の感
動
や
、
最後
の
瓢

い
わ
ゆ
る
ヨー
ロ
ソ
バ的
作
劇備
の
範
の
躯
り王
り
は
遁
力
を持
っ
て
いた
●

囲
か
ら免
れ
は
、
この
作
品
はま
だ
ま
演
捜
看
とし
て
、
例え
は
踊
↓幕の
坂

の
だ
紫
朴
であ
り
過
ぎ
るで
あ
ろう
。
例
田
製
本
の労
働
書
の最
初
の
部
分の
科

の

え
ば
白
石
一躍
の
描き
方
は、
現
輿
の
白
の
通
らな
い
こ
とな
ど
は
、
まだ
新

融
会
情
勢の
下
に
おけ
る
労働
宿
の
一
協
の
讃技
障
の
不
充分
さ
を
暴銘
し
て

寒
の
分
裂し
た
相
を、
充
分
に鰹
客
に
い
る
か
、そ
れ
で
も他
の
新
劇圏
よ
り

納
禍
さ
せる
だ
け
のも
の
を典
酌
的
に
か
は
、労
働
看
を
描き
出
し
旧
る劇
團

描
き
9
つて
い
な
いし
、
敵勇
と
導
丁
声慧
え
るの
で
、
その
た
め
の
努力
を

の
念
盤
の餐

、太
陽
田
刷
の義

團
必
翼
とず
る
。
薄
田研
二
の
み
が俘
嚢

本
部
の内
部
の
惰蟹
は
、
装固
ピ相
漢
彫
り
にな
る
の
は他
り演
痩
者
の弱
体

つ
てそ
の鐸
囲
無を
出
ず
まC
に
至
つ
を
示
ず
もの
で
あ
る。
立
川
思
作の
徹

て
い
な
い。
し
かし
一方
にお
い
て
、
男
は
陰興
な
人
間
にな
つ
て
し
まつ
て

働
く
者
の生
塵
の場
に
お
け
る委
を
膚
、
ま
た
充分
に
役
と現
実
飽
タイ
プ
の

く
上
に
おい
て
は、
既
威
作家
の
観
念

「致
ま
でに
策
て
いな
い
し
、下
條
正

的
な
人
物、
生
括
の描
章
万
より
も
逼
己
の
竹
内も
最
後
の起
ち
上
る経
路
の

か
に
理翼
的
な
生括
を
描
き出
し
て
い
必
無
性
か、
む
し
ろ外
面
的
な刺
戦
を

蹴
醸
難
弱
藷
望
誘
墾
蟹
魔観馨

一層
閥
烈
な
もの
と
す
るた
め
に
は、

凝霞
を
含
めて
の
努
刀
が必
璽
で
あ
ろ

う
。装

囲
(俳
賊爵
】)
は、
邸
一、
四

誘
雛
麓
囎難
賜
弧始
壁
儒雛
難
絃

蘭
「二幅の
岡
番本
部
と
離
壌
の岬麟
に
も
の
で
あ
る
か、作
晶
の
盛か
れ
た
二●

混
乱
か見
ら
れ
た。

[ス
ト
以劇
り惰
勢と
、
本
年
上隼
期

の
ー.演
と、
そ
し
て今
日
の上
演
と
の

肚
会
飽
惰勢
を
背禦
と
し
て
考え
ね
ば
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コ

紳
学
的
法
解
釈
学

横

俗
に
掌生
と
よ
ば
れる
人
間
の
一群

が
、
敗職
日
本
に
も沢
山
お
るの
だ
け

れ
ど
、
この
一群
と
いえ
ど
國沿
法
に

理
定
ず
る譜
峰
件
を充
屹
ず
る隈
り
、'

「日
本
國民
」
で
あ
るこ
と
に疑
い
は

な
い
よ
うだ
。
日
本國
民
で
あ
る限
り

幕
本
鮒
人櫨
の
孕
肩
につ
い
て、
何
等

差
簿
か
あ
るわ
け
で
はな
い
。徳
川
時

代
の
よ
う
に
「切
り
捨御
免
」が
武
士

と
い
う勇
分
に
基
く
建法
阻
却原
因
で

あ
つ
た
り
「初
庚
輪
」が
試
士"
官
僚

の特
欄
で
あ
つた
り
』て
、百
姓
が
「綱

の
鰐
を
し
め寒
ひ
え
あ
わだ
け
食
え
」

はよ
か
つ
たり
、
又
非人
か
町
人
に比

較
し
て
七
分の
一し
か欄
利
を
櫓た
ぬ

し

とい
∋
ρ
いわ
ば
七
分の
一的
準國
民

の地
位
に
あ
った
り
ず
るの
は
、こ
れ

は替
話
。
砒会
的
に
も、
し
た
が
つて

政治
的
に
も自
由
葎
等
をス
ロ
ーガ
ン

と
ずる
民
ヰ的
昭
和
の御
聖
代
にあ
つ

て、
冒
僚
たろ
う
が
学簿

ろ
うが
・

そ
し
て
官僚
が
収
賄ず
る
も
のだ
ろ
5

恒

夫

が
、
学
生
がア
〃
バ
イ
トず
る
も
ので

あ
ろ
う
か
階國
民
で
はな
い
。
ま
さに

一〇
分
の
一〇
的
國
民な
の
で
あ
る。、

ま
し
て
掌生
は
、
公務
員
と
ちが
つ

て
掌
校
と
特別
な
法
鶴関
係
に
立
つか

ら
と
い
つ
て基
本
的
人橘
を
制
限
され

るも
の
で
はな
い
、
國尿
公
務
自法
や

人
事
院皿規
則
にく
ら
べ゚
りれ
る
学出山法

や
交
部
省
蟹
則は
な
い
のだ
か
ら、
掌

生
は
墓
本
的人
権
に
関し
完
全國
民
で

あ
ろう
、
最近
や
か
京し
く
う
わさ
さ

れ
て
い
る
、掌
生
の
政治
頭
動
も、
ダ

ンス
パ
ー
テイ
に
出
席
した
り
、宅
民

じを
塑
る
のと
同
機
自由
で
あ
る。
そ

の旺
蜘
に
、今
年
の
夏
あた
り
から
、

学
生
反
共
渾
動
か
非
常
に
賂
ん
姥な

つ
た
。
これ
等
は掌
生
の政
治
揖
動

の盛
況
を物
韻
る
も
の
で
あ
ろう
。

習詰
に
な
る
が
、今
を
去
る
こ
ヒ十

余
年
、
案
亜
学
生連
盟
な
る
も
のが

盛
ん
に
学
轟
動
を
や
つた
時
代
があ

つた
が
、
あ
の頃
の
学生
の
政
治
損動

も賂
況
て
あ
つ表
。
も
つと
も
い
くら

政
治運
動
か
自由
だ
か
らと
い
つ
て、

政
治的
曖
殺
をし
て
ナ
ロド
ニキ
ー
の

ノ

宋路
を
か
ざ
る自
由
は
な
い。
こ
の
点

法健
は
臓
に
公奉
で
、
堂生
「政
治
運

ゆコ

勤
の
限
界
」を
明
確
に
規
定し
て
い

る
。不
畢
に
して
、
学
生な
る
が
故
そ

して
ま
疋
政
治目
的
な
るか
故
の
「切

り
捨御
免
」
の霜
法
、
輿任
阻
却
原
因

の
規定
も
解釈
鋪も
知
らな
い
。
ダ
ン

ス
パー
テ
イ
の自
串
か
轟
罪
を
「限

界
」と
し
、宝
く
じ
盟
りか
咋
欺
駆
を

「限
界
」
とず
るご
と
く、
鼠
治
運動

ノ

の
自由
も
「限
界
」
が
あ
るこ
と
【般

市
民の
政
治
揮動
の
踊合
と
少
し
も変

ら
ない
。
残念
な
か
ら学
生
服
は
法館

の
門の
通
行
証明
爾
と
はな
ら
な
いo

☆

と
こ
ろ
が、
こ
の夏
同
志
敵
大掌

に新
し
い見
解
が
あ
らわ
れ
た
。教

胃蒸
本
法
馳八
條
に
関す
る
、
同志

肚的
紳
掌
的解
釈
か
これ
で
あ
る
。

同法
第
八
峰
二項
に
「法
観
r
定
め

　

る学
校
は
特定
⑦
政党
を丈
持
し
、

ま
たこ
れ
に反
対
す
るた
め
の
政治

敢育
そ
の
他
の域
治的
活
動
を
して

はな
ら
欺
い」
と
あ
る。
h法
律
に

定
める
掌
校)
と
は
法観
に定
めな

い学
按
"花
嫁
学
校
、避
諏
女
宰
臨

、覚
掌
校
等
のご
と
き掌
校
の
反対

で、
学
検散
甫
法
の
遭硝
を
受
け
る

の

同謹

の
ご
とき
学
校
をゆ
う
こ
と

間逸
い
な
い。
同
志
肚
のご
と
き
「

学按
」
が
特定
の
政
覚
を支
持
し
、

政治
活
動
をし
で
は
な
らぬ
と
ゆう

恵味
の
親
足だ
。
こ
の
規定
か
ら
同

憲肚
の
「掌生
」
が
、特
定
の
政
党

を支
持
し
、政
治
活
動
をし
て
は
な

らぬ
ば
か
りで
な
く
、上
は
敢
授
か

ら下
は
小
使
さん
に
致
るま
で
、
こ

れが
禁
止
され
た
と
の話
で
あ
盈

要ず
る
に
掌校
の
「学
」
のつ
く
も

の
は
「掌
」
生で
あ
らう
が
「学
」

校
敢授
で
あ
らう
が
「学
」棲
小
侵

であ
ら
う
が
、政
治
活
動禁
止
と
ゆ

う
のか
、
同
志肚
的
岬
学的
抵
解釈

学
の第
八
條
}頂
r
関
ず
る結
舗
で

あ
る。

もし
こ
の
神
の啓
示
に
基く
解
釈が

正
し
いと
す
る
と、
先
に
い
つた
政治

活
動自
由
諭
と
その
限
募
詞
も駄
目
に

な
る。
と
こ
ろが
政
治
活動
自
由
説
や

隈
界
舖の
よ
うな
駄
沖
と
無関
係
で
は

あ
る
か、
同
大
の田
畑
数
投
か先
日
の

都
、調壇
-数
、」丑
本
仏静
八條
二項
の

非
岬掌
的
近
代
的方
法
で
、き
わ
め
て

良
心鮒
r
解
釈せ
ら
れ
た
、そ
れ
に
よ

一な

h
ん
い
。
こ
＼

噛吊

ノ
助
代
の
ゲ
レ

は

ド
'向
r
お
い
♂
勧
わ
ね
叙
ゐ
ら
な

い
。

'

朝

.ヘ
ニ闘

版
Oけ
る
ー
讃
か
鴇
想
外

鰻

融
翻

騒
麺

蕊

継

に
こ
・てこ
の
僅
昂
のk
勢

概鹿
ρ特

r
考
えら
れ
な
けれ
は
な
ら
ない
。
批

騨
寂
/観
客
り
両呑
か
、
こ
の件
口mを

い
か
に暫
慨
し
アか
、
矛
れは
明
ら
か

に
そ
の人

の々
今
Ur
お
け
る階
級
的

意
識
斎頴
湿
き
ず
るも
の
た
ろう
。

(関
四
実験
劇
場
理事
)

る
とそ
こ
にゆ
う
「学校
」
と
ぼ
、い

わゆ
る
「学
璽
局
」
の意
味
で
・学

校
当
局か
キ
体飽
に
政
治運
動
を
な、

し
ある
い
は
学
生に
対
して
、
主
語

に特
定
の
竪

を支
持
せし
め
、
敢治

活動
を
さ
せ
ては
い
け
ない
と
ゆう
こ

と
にな
る
。
さら
に
覗
明
を補
足
ずれ

は
「さ
せ
て
は
いげ
な
い
」と
ゆ
う
の

は
、決
し
て
放任
し
て
は
いけ
な
い
と

い
つた
檬
な
穰
的
関
係
でな
く
、覆

極
的
に例
え
は愚
近
あ
つ
たこ
と
だ
が

学
生
に某
政
覚
の選
弟
ビ
ラを
は
が
し

て
し
まえ
と
い
つて
、
掌
生を
し
て
は

が
させ
た
り
ず
るこ
と
であ
ろ
う
4
こ

の
よう
に
掌
校
当腐
が
特定
の
政
治
目

的
の
ため
に
、学
田に
対
して
ア
ク
テ

ィ
ブ
◎㎜動
的
)
に働
き
かけ
る
こ
と

こ
そ
、職
畢
中
の日
本
教
均
の罪
欺
項

目
の
一つで
あ
り交
部
官僚
のか
」
る

ノ

学
樫利
用
の
蔵
図
か滝
川
臨件
の
原
因

で
あ
つた
。
「民
‡
的
ぐ
文舶
的
な
國

家
」
の建
設
の
冥理
は
、
「根
本
に
お

い
て
敦禽
の
力
に待
つ
ぺ
きも
の
」
が

大
で
あ
ると
ず
る敦
禽
基
本法
か
、
学

校
を
して
大
政
貿賛
会
や
頚閥
の
私
物

化
を
許ず
は
づ
はな
い
。
こ
の愈
味
に

出
た
政治
活
動
の
票止
で
あ
る。
し
か

も
「日本
國
轟
法
の構
岬
に副
り
、
敢

育
の
日困
を
明
示し
」
た
敢育
基
本
法

が
政
治活
動
とゆ
う
民
キ
的國
民
の
基

本
的
据利
を
否
定
ずる
こ
と
は、
あ
り

構
な
い、
田
畑
敢授
や
交
邸省
官
僚
の

「敬
膚
基本
法
解
睨
」に
み
られ
る
ご

ヒ

と
く
、近
代
的
科掌
的
解
釈学
は
、
前

近
代
的紳
掌
的
解釈
学
を
否定
す
る
。

「科
掌は
岬
掌
の鱒
女
て
はな
い
」

☆

=
同」応
眠的
岬
望的
法
解
釈
掌が
、
教

濁
嚢
法
の
科
掌的
解
釈
と無
関
係
で

あ
る
と
す
ると
、
それ
は
濠さ
に
メ
タ

フ
イ
ジカ
ル
な
繭
の啓
示
で
あ
り、
主

観
的
道
偬齢
で
あ
の、
し
た
が
つて
一

個
の
世界
観
の
露
骨な
表
現
であ
る
。

頑
固
お
やじ
が
、
慮子
に
政
潰
活勧
を

頭
止
ず
るの
に
、学
生
の
本分
繭
を
ふ

り
か
ざ
し蕃
労
性
のお
ふ
く
ろが
ス
ペよ

イ
ン
の
牛み
た
い
に赤
を
み
ると
興
奮

ず
る
の
と大
薄
はな
い。
い
やこ
の
毘

度
准
ら未
だ
無
卵
蝋で
あ
る
が↓
法
観

で
定
め
られ
た
掌
校
」が
キ
覗飽
適
徳

諭
や
、
一個
の
世
綴
的
鱈
念で
基
本

的
人
楢
の行
使
を
L
がず
る
ご
とき
は

まさ
に邸
近
代
的
璽
的
解釈
のみ
の

よ
く
す
る所
で
あ
る。
世
俗
を
離れ
た

押
の
秩
序こ
そ
最
高株
序
で
、
世俗
飽

人
間
寡
はこ
れ
に
な
らう
べ
き
であ

と
の
中
世紀
的
輝
の秩
唱
が
、
冥外
甲

世
紀
的
政治
的
就
臼葡
贈
級
交
配構
造

の反
映
であ
つ
た
りし
て
紳
の
國が
鰻

も
世
俗的
な
階
級
注
と暴
力
性
を担
つ

た
り
ず
る鴇
同
蕊

とゆ
つ
紳
の國
が

これ
で
世俗
往
を
た
ち切
つ
て
、政
治

か
ら解
放さ
れ
た
榊
の國
と
極序
を種

設
し
た
つも
り
か
もし
ら
ぬ
か
、脚
の

秩
序
か
封躍
イ
ヂ
オ
ロギ
イ
で
あ
るご

とく
累
外人
間
舗の
秩
序
を
正
確
に反

映
し
て
い
ると
し
たら
A
日
本
國照
法

の
精
瀞
に副
つ
た
」敢
胃
基
本
法
に彫

暦
す
る
o
とま
れ
「それ
で
も
地球
は

動
い
て
い
る」
の
ず
てぜ
り
ふ
を
よも

や閑
明
で
あら
れ
る
瀞綴
は
お
忘
れに

な
る
ま
い。
(艮
科会
員
)

相
互
の
自
由
を

さ
き
ご
ろ
ロー
マ
法嬉
講
が共
函
党
員

の
膚
沓
を破
門
し
たと
き
、近
代
的
自

由
の
何
た
るか
を
わ
きま
え
rほ
ど
の

看
の
ず
信
ては
、
この
甲
世的
カ
リ
カ

チ
ュア
に
たい
し
て、
唖
銑
とし
て
い

う
ぺ
営
需紮
を
失
つた
の
C
あ
つた
。

・

岡

本

清

一

カト
リ
,
ク敬
か
前近
代
性
の
名
残の

おお
く
を
、そ
の
教
義
ζ教
会
綱
匿と

の甲
に
と
どめ
て
い
る
こと
は
、誰
も

これ
を
う
たが
わ
な
いが
、
し
か
しカ

ルヴ
f
ン
の影
響
を
幾分
か
で
も
うけ

ジ
騨ン
・
ロ
ジク
の
自由
茅
護
の
政治

哲
学
を
、自
分
の
立
増
の上
流
に見
出

　
し
て
い
るは
ず
の
、
プ
ロテ
ス
タ
ンテ

ィズ
ム
の
甲に
も
、
カト
リ
シ
ズ
ムと

同
じ
前
近代
性
か残
存
して
い
る
の凌

晃
せ
つ
けら
れ
る
と
、・三楓
紀
にお
よ

ぶ
自
由
キ
驕の
騰
史
をか
え
り
みて
、

ペシ
ミ
ス
テ
ィタ
ク
にな
ら
ざ
る
を得

な
い
。

人
間
の縦
由
ひ糠

にお
け
る
自由

の拡
」〈と、
捧

件
にお
け
る
李等

とを
目
ざ
して
、
い
とな
ま
れ
て
きた

こ
と
を
僑ず
る
わ
れ
われ
は
、
ビザ
ン

ツ
蒔
國
に
お
いて
典
型
鮒で
あ
つ
たよ

う
な
、
政治
欄
力
の
宮殿
に
た
いず
る

優越
を
肯
足し
え
な
い
と同
じ
よ
うに

敬
会
の
襯
力に
よ
つて
、
個
人
の政
治

的
V場
か拘
束
ぜ
ら
れ
るこ
と
に
たい

して
も
、
また
同
檬
にそ
れ
を
承認
し

えな
い
。人
間
鳳政
治的
で
あ
ると
同

時
に、
宗
敬
的
しで
も
あり
う
る
ので

こ
の人
聞
の
一
つの
面
は、
柱
々
にし

て
混乱
ず
る
ので
あ
る
が、
こ
の
混乱

は㈱

人々
の注
意
と
努
力
とに
よ
つて

のみ
回
避
され
るぺ
き
問題
しは
なく

政治
と
宗
教
の自
由
を
たが
い
に
保証

ず
るこ
と
に
よ
つて
は
じ
めて
そ
の解

決
が可
能
な
ので
あ
る
。
從
つて
、
ゐ

る特
定
の
政覚
の
党
員
C
ある
か
ら
と

い
つて
、
宗敢
人
や
叡
会
かこ
れ
を憎

し
み、
そ
の活
動
を
妨
審
する
と
いう

こと
は
、
膵
史
の事
実
を無
睨
ず
る
だ

けで
な
く
、ひ
い
て
は自
ら
宗
敢
の

檜
か
ら
の
自由
を
も
捨て
て
い
る
結巣

にな
る
。

し
か
し
一
つの
繭
覚が
、
他
の政
党

,に対
し
て
競畢
・挑
職し
う
る
と同
じ

よう
に
、特
短
の
宗
教
か、
政
覚
にた

いし
て
で
はな
く
、他
の宗
敦
菰
いし

宗敢
的
立
協
(あ
る
いは
世
山響

に

た
いし
てな
さ
れ
る挑
職
の
自
由は
、

十分
に
保
証さ
れ
な
けれ
は
な
らな
い

從
つて
唯
物諭
と
そ
の世
募
観
にた
い

して
、
宗敦
の例
か
ら
いか
よ
う
に攻

膿
す
る
とも
、
こ
れ
は許
さ
れ
る
ぺき

だし
、
む
しろ
そ
の論
願
は
葵
励さ
れ

て
よい
"
その
こ
と
によ
つ
て
双方
の

立場
の
発
展
が瑚
待
出
來る
か
ら
てあ

甲「る
・

一
だ
か
羨

、
あ
群

おけ
る

括動
は
、
泉敢
の
側
rお
い
て
は、
ま

こ
とに
不
澆
で
あ
る
し偲
偶
も
牧師

も宗
教
学
宿
む、
つ
ね
ド彼
の
世
鼻観

の
研究
を
怠
㌦
自
分
の寮
敬
朗
∬蜴

を
‡弼
ず
る
こと
r
お
いて
、F糧
てあ

る
。
一郎
、
復等
の
努
刀と
時
間
の何

%
がこ
の
本
聚
の仕
事
のた
めに
捧げ

ら流
て
い
る
た
ろう
か
。

とこ
ろ
か世
界観
の
問題
ては
な

く
、政
治
の
問題
r
な
る
と、
宗
教家

や
これ
に
準
ず
る人
々
は、
一人
のこ

ら
ず、
豪
こ
と
に驚
く
べ
営熟
心
さ
を

発
鮒す
る
。
カル
ヴ
ビ
ン
やロ
ン
ク以

策
、ず
て
に
分た
れ
た
はず
の
、宗
改

」 町45

齢
癒

翻

誠
=.郎
著

畑6鹸

元
徽
要

約

フ
ラ

ン

ス

文

怯
.

烈市

初
歩
を騒
へ
て、
原
寓
殉破
に
穐
む
人
の牝
や
r
苔か
れ
たヲ

蘭
明た
中
級
文法
講
℃
あ
つて
、
いは
ゆ
る
窄
力
をつ.け
る

文
典と
し
て
特色
ゆ
九
かな
好
習
。i

斯
刊
紹
介

一◇
生
物
肚蚕
の
論
理
(今
西
鏑司
著
)

自
然
科
掌
の購
門
温と
い
え
はそ
の
方

面
の
こ
とを
や
る
人以
外
峨
人祇
近
寄

ら
ぬ
も
ので
、
ま
か近
審
れ
獄
かつ
た

旬
日
選
協
の
一朋
とな
つ
た
本甫
は
よ

髪
罐
窮
難
ビ壁

て
い
る
、敢
養
讃
～し
て
州
鋤
いの
人

に
と
つて
令ま
・傷ての
方
面
の研
発
脅

に
も
示
膜す
る
所
あ
るで
あ
ろう
(旬

日
新
聞
肚刊

一七
〇
円
)

°

◇
漬
的
人格
雷
の
理齢
6
麟
恭
6
)

昭
和
丑
隼か
ら
十
一年
に
か
けて
の
習

宿
の
論
交
拠¢
、
昭和
十
一年
一度
刊

行
さ
れ
、久
し
く
紹版
と
な
り鰻
近
再

刊
さ
れ
た、
法
理
掌
の観
瓶
から
近
代

一法
⊥
の
法飽
入
格
巻
の監
格
存理
論
飽

「に究
明
ザ
ん
とし
κ
もの
で
、
「法
餌

麿謄

お
ける
人
格宥
磯
電
」
「法
的

範
ち
ゆ
う
とし
て
の人
格
者
破
、仏↑
道

慮
鮒
べ
格
レ法
的
入
纈]
「払
的犬
格

者
の
原
嬬
胸
形壌
」
等
の論
文
刀あ
る

(世
鼻
思
想就
刊
-
三〇
円
)

　

と
政治
との
分
野
を渥
乱
せし
め
る
た

め
、
ま
つさ
き
に廣
身
し
てい
～

ま

こ
と
に不
可
思鯉
な
現
象
とい
わ
ね
は

な
らぬ
。
で
はこ
の
よ
うな
特
足
の政

党
にた
い
し
で皮
対
す
る宗
教
家
の
立

場
は果
し
て何
か
。

譲
会
政
治
紬政
党
政治
か
}股で
あ

る
現在
に
お
いて
、
政党
に
対
立す
る

立
場は
、いう
ま
℃も
な
く
、他
の
政治

飼
覚派
の
立
凋e
な
け
れば
な
ら
ぬ。

そ
こe
も
し
この
点
か承
認
さ
れ
る
と

ずれ
は
、
将
定
の政
党
に対
立
す
る
宗

教
べお
よ
び
敦噛
の
立
場
は、
宗
敬
も

しく
まホ
ロ
のむ　
お
ぬね
で
な
し
に

撒繍雛

遡一

乱
の流
行
は
、
まこ
と
に遡
憾
C
あ
⊃

と
い
わな
け
れ
ばな
ら
な
い。
こ
の
宗

一散
と
故治
の
二
つ
の世
界
にお
い
て
は

眞
の
意
勝に
お
け
る、
正
しい
分
陛
か

再
確
立せ
ら
れ
な
けれ
は
なら
な
い
。

し
か
しこ
の
分
離楓
、
ず
で
にの
ぺ
た

よ
う
に、
政
治
と
宗敬
の
活動
に
お
け

る
互
の
自由
か
確
立さ
れ
る時
に
お
い

て
の
み、
は
じ
めて
完
威
ず
るの
で
あ

う
。
從
つて
む
しろ
こ
の
自由
の
た
め

に
輿
力す
る
こ
とζ
そ
、近
代
的
宗
数

人
の
拝務
てあ
ると
い
わね
は
な
ら
ぬ

(同
志融
大
挙
法掌
部
敬授
)

昌ーllー

叩恥
ー

三
…
≡
=
=.3
,ニ.

が
弼
く
、
全
体
を

一
つ
に
翻
め
る
も
の

映

画

評

が
な
い
ので
・
讐
羅

か
ら
受け
る

コニ
ココ
　ロニリニ
コココニ

"戦
火
の
か
な
た
〃

難

斧

坤嫌

襲

原
名

剛
鉱
鴇

。

当
随
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

米
名

℃
巴
い
ρコ

載
々
は
そ
の
瞬
側
を
解
し
薙
い
の
は
残

の

「無
防
M
蔀
而
困
原
名
男
O
ヨ
ρ

〇
一

念
ご
あ
る
。
そ
の
⊥
各
ン
胃
ジ
ト
の
明

窪
固

〉
需

「
冨
y
革
名
O
冥
当

6
四

晒
の
度

か
異
,
て
い
る
㍗
め
、
全
体
の

}
ξ

)斉
監
鰹
し
て

'蹄
世
駅
的

名
田
を

画
醗
か
乱
れ
り
く
「、「カ
ル
な
も
の
か
感

傅
し
た
イ
及
U
ア
の
新
鋭
作
室
ロ
ペ
ル

ぜ
ら
れ
な
い
撚
が
か
あ
る
9

ヴ

ト

・
ロ
ッ
セ
リ
ィ
ニ
の
演
出
し
九
蔭
品

し
か
し
塾
々
～
向
綴
レ
職
國
と
し
て

一

貴
材
の
乏
し
い
中
に
あ
つ
て
、
す
ぺ
て

で
あ
る
。

第

話
シ
シ
リ

イ
第
二
話
ナ
ポ
リ

我

貞
力
す
で
に
体
瞼
し
た
も
の
あ
る
い

節
弓
託
ロー
マ
、晩
四
記
ノ
ロー
レ
ン
は
現
藝

の
紡
果と
し
て
我
の々
周

薩

。
ト、
第
嘉
ノ
ラ
ンシ
ス
濃

囲
r
行
われ
つ
つ
あ
るも
の
をと
呈

一膨
道
院
第六
話
ボ
ー河
流
域
の褒

期
げ
て
、
これ
程
並
ガ冷
倣
r職
事
の
現

・の
六
つ
の挿
話
を
撰り
上
げて
米
躍
と
冥
の
萎
を描
3
出
した
ロ
ク
セリ
f
ニ

イ
タ
リ
ア人
と
の
擾触
関
係
にヴ
ァ
ラ
の
諮
俺的
才
能
園
砥蟹
に
贋
ずる
。
し

イ
ァ
テ
ィを
興
え
て全
捧
か蜀
調
に
流
か
し
い
か
に烈
し
い隙
事
か
行わ
れ
よ

一

う
と
香
、常
に
離
かに
神
に
所り
宗
敢

れ
る
事
を防
い
て
いる
か
、各
補
話
か

}仁需

ぞ
鐘
立
し
たも
の
にな
る
窩

鑑

じ
で畠

奉
和
茱

め承

五

譜
に
見
られ
る
欧
米人
に
行
冑わ
た
つ

た
察
敢的
惣
匿
は大
き
く
注
目す
る
に

債
す
る。

謬

イ
タ
リ
ア映
画
界
か侮
つた
数

の々
世騨
的
傑
作
の
一つ
で
、是
非
[

見
に債
す
る
o
(丸
腿
)
(伊
・ル
ッ

ク
ス
映口
一九
四六
禦
作
贔
)

離
甲
天
に
瞬

く
題膚
に

天
の秋

をお
ぼ
え

るさ
る
一

残
、東
六
人
交
科研
欧
創
V以
來
の
大

コン
パを
行
っ
たか
、
新所
長
K
数授

は
じ
め錬

た々
る勘
岬
の
召宿
、
新
進

飲
む
ほど
r
醇
っほ
ど
に
、,パソ
カ
ス

の
歌
田は
夜
長
のし
炉
ま
を破
つ
て
洛

康
北
白川
の
男
を霞
骸
さ
せ
るう
ち
、

伏
兇
塞で
滞
る
とよ
ろ
け
出
たK
勘
敢

燭
い℃銀
凹燗
寺
舞

煽
々
た
る
ヘ
ツ
ド
・

ラ
イ
ト
を
削
に
「竃
幽
は
ど
こ
だ
」

と
一
荒れ
、
心
配し
た
F
助教
投
か
肩

を
循
し、
こ
こ
に
フラ
ン
ス
史、
申
湛

古
代
史
の遭
才
道行
の
殴
を
演じ
な
が

ら
ど
う
やら
自
分
の研
究
竃
へか
つ
ぎ

込
ん
だ
、「断
じ
て隔
る
」
とが
ん
ば
る

K
助敦
投
、
ベ
ッ
トに
押
し込
む
F
助

敢
撲
、そ
れ
で
もち
よ
っ
と部
犀
を
継

け
て
帰
つて
見
る
ζ他
慶
もな
い
白河

夜
舟
、軍
命
孔夢
見
た
か
、
どう
か
、

枕
辺
一は
い
r異
製
を
は
な
つ芳
水
を

み
な
ぎら
し
な
から
…
…

青
春
の
谷
間
(3)

 

稻

見

佑

三

作

静

賀

勝

志

画

「ご
馳
走す
る
わ
よ
。ぜ
ひ
い
ら
つし
一

や
い
ね
」壷

あ
鑑

。
警
韮

論
調
査
か盟
に
ア
ル
バイ
ト
と
しで
で

は
な
く
、十
分
に
被
の風
味
を
烈
き
っ
【

け
て
い
るも
の
で
あ
って
令
、
サ
ン
マ

ー
タ
イ
ム
の日
ざ
し
かか
げ
り
始
"る

一

と
、
今
さら
の
よ
う
に日
贈
日
rこ
の

仕
嚇
を
ひ審
受
け
たこ
と
が
優
悔さ
れ

る
の
であ
つ
た
。男
と
女
と
同
歎ず
つ

㎜

そ
れ
存
ま九
牢
齢
別
rわ
け
て
、
「映

}

闘
を
月
忙何
回
兇
ます
か
-「日本
映
面

と
外
國映
虚
と
の
見
る比
翠
は
」と
他

愛
も
な
い蟹
問
を
統け
て
行
曳
渡
た

さ
れ
中質
問
力
ー
ドは
残
り
少曳

大

一体
の
藻
は
出
て
、あ
と
は
准足
で
記

入
し
て
い
つて
も
鰐わ
ぬ
だ
ろう
と
慮

え
た
が
、そ
れ
は彼
には
出
聚ぬ
こ
と

一だ
っ
㌃
順
子
と
の約
束
の
晴闇
は
と

つく
に渦
ぎ
て
い
た
、纏
吉
の
心は
あ

せ
つ
た
。最
後
の
[枚の
記
入
を羅
え

た時
彼
は順
子
の
下
容か
ら
一時
間
も

か
か
る
とこ
ろ
ま
で聚
て
い
る
のに
氣

ず
い
て
、そ
の
湯
未
の西
陣
織
の職
人

た
ち
の提
屋
の
晒
い灯
が
腹
立
しく
う

ら
め
し
かつ
た
。

農
学
部前
で
鷹
纈
を下
り
て
、グ
ラ
ン

ド
の
横の
細
い
道
を小
産
つた
。
高
等

掌
校の
蟹
歌
を
歌
,て
來
るの
に
出
会

ノ
つ
た。
そ
れ
が
還く
は
な
れた
郷
慾
の

よ
うな
も
の
を
感じ
さ
せ
て、
渉
を
ゆ

る
め
て耳
を
傾
けず
に
は
い
られ
な
い

饗
を
持
つて
い
た。
胃
拠
の匂
い
が
む

ロ

ん
く
と
迫
っ
て
來π
。
パ
ス路
へ出

て
疏
水の
橋
に
か
かる
と
、小
直
町
の

爽
方
文侶
碍
究
纈
ら
の
坂
通を
若
い

男
衣
かび
つ
た
り
と寄
り
そ
つて
下
り

て
來
ん。
答
告
はそ
＼られ
た
。
そ
う

し
てこ
れ
か
ら
行く
腸
所
と時
刻
を
愈

識
した
。

「遅
か
つ
た
のね
。
ず
い分
待
つ
た

わ。」

黙
つて
階
殴
を
上
つて
行
って
墜
ト
を

へ
だて
て
楽
き南
にガ
ラ
ス戸
が
立
て

ら
れた
十
鹿
の
部隈
の
中央
に
あ
ぐ
ら

を
か
いた
o
「疲れ
た
」
とた
野
一言

ぶ
つき
ら
纏
に
醤
って
み
たが
、
彼
の

照
れく
さ
さ
は
軽
諏し
な
か
つた
。

「おな
か
ず
い
た
でし
よ
う
或
ぐ
曳

竪
る
堰

白
布
をと
る
と
-机
の
上
に順
チ
の
手

料
理は
艶
ん
で
いた
。
朗か
ら走
り
廻

つ
て
いた
啓
玄ほ
それ
を
あ
り
かた
い

と
慮
つた
ρ
し
かし
そ
れ
か
、自
分
の

部
屋て
販
を
炊
く
圃
圃か
は
ぶけ
た
こ

と
以
外
に出
て
い
ない
こ
と
を考
え
て

変
に
物恩
し
か
つ
た。

ね
つと
り
と
油
つこ
さ
を
口
に残
し

て
食
嘉
を
終
ると
、
ど
つと
疲れ
が
呂

た
9
物
を
鳶う
こ
と
も動
/、こ
とも
大

側
た
つ
た
。目
を
閉
じて
ご
ろ
り汚
仰

向
け
に
価
にな
つ
た
。・ど
の
く
らい
時

聞
鳳酵
つ
たの
だ
ろう
か
。
ひん
や
り

と
し
た
算窺
一麹
屋
の中
を
流
れて
い

た
9

「

「寒
く
な
つた
わ
ね。
閉
め
るわ
よ
」

と
揖
⊃
て幽
づは
ガ
ラヌ
戸
齢

め・

カ
ー
テ
ン
をひ
い
た。
そ
り
して
天
井

の
竃
燈
を
消し
、
スタ
ンド
を轡
吉
の

頭
の
⊥
にお
い
て
、自
分
も
終吉
の
傍

に
橘
にな
つた
。つ

「こ
の方
か
唱
じ
かい
、で
しよ
っ。

し
ん
みり
語
か出
衆
る
わ
。」

「し
ん
みり
過
曹
るよ
」
ぐ
らい
は
需

う
べ
冒だ
つ六
。

「ね
え革
命
起
る
と恵
つ
」

'

「起
さ
なき
ヤな
ら
な
いも
ん
な
ん

だ
」

「…
耐
会益
命
も人
簡
颪ム叩も3」

と
融
吉
に
は
こ
＼漢
て
胃
え
な
か
つ

た
。「ど

うし
て
入党
し
な
い
の。」

「環

かな
い
ん
だ
よ。」

「そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
。打
範
的
な

の
よ
。あ
な
κ憾
例
時
も計
垣
し
て

る
の
よ。
あ
な
九は
自
分が
、
ど
う

な
る
か
が

はっ
窟
り

μ
鑛

し
つ

か
な
い
と

何
に
も
出

巫
な
い
人

な
の
よ
9

うま
く
欝

えな
い
け

ど、
世
の

甲
つて
る
んな
も
の
じ
や
ない
と
思

うわ
ど
ん
な
時た
つ
て
あと
が
ど
シ

な
るか
劉
る
もの
じ
や
ない
わ
。
飛

び
こん
で
行
く
のよ
。
感激
ず
る
も

の
なの
よ
。
現
に今
だ
つて
、
こ
ん

な
時
刻に
、
こん
な
鵬
所で
、
男
と

女
と
か
一漏
.」寝
て
いて
、
お
瓦
い

ヘ

ロ

に
挙氣
てい
られ
る
笛
な
んぞ
な
い

わ
。だ
け
ど
あな
た
は
自分
が
ア」う

す
れぱ
乱
ひあ
、ず
る
だ
ゐ弓
そ
し

て
あと
ほ
ど
うい
ち
替
承にな
る
だ

ろ
うな
ん
て
計算
し
て
い
るの
で
し

よ
う。
そ
ん
なの
理
性
鮒
とも
何
と

も
需え
な
いわ
。
あ
な
たは
更
氣
が

な
いと
自
分
で思
っ
て
い
るか
も
知

れな
いけ
ど
、本
と
5は
も
つと
窟

い
の
馬
入
覚ず
る
と
か
しな
い
の

問
題し
や
な
いわ
。」

啓
吉は
カ
ノ
と
なつ
た
9

「顧
子
」と
彼
ほ叫
ん
で
、
スタ
ン
ド

の
ス財
,チ
を
切
った
。
隅
照の
甲
に

時
は
流れ
た
。

「堀
井
さん
、
本
とは
私
あ
なた
が
餅

8
だ
つた
の
よ。」

臼
吉
塾
馴チ
の
冒簾
を
獣
つて
聞
き

流
し
兀
。棄
の
輯
か
臼ん
で
鶏
の嘱
く

田
か
漉
肉
と聞
民
て藁
た
o

現代児童心理学
一矢
田
部
達
郎
蕃

晃

童

の

言

語

心
理
学
の
V場
か
ら各
國
の
研
究
≠績
を網

羅

紹
介
し
ん
罫
h
最
初
の
駐
。
新
しき

「兇
里心理
」
の
理軌
ア帆、
國幽
・英
納教

習
の
越
礎知
瓢
を
褥る
必
読
の参
考
費
料で

あ
る
。
'B6

待
襲

一=
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門
〒
=Ω
門

比 ・叡 書.房
京灘:噂條堺町
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、

左

で
藪

b

軽
翼

ま

壽

肇

.%、ゐク乃 ン鋭人

1ン ー旧

xx× ※》雛ξ〉く×××※※×※×××xx※ ×x× ×

、

治

 

燃
塵

※×爽※烈《※)く》練 ※》課

-■ ■■の 三ら
、 ∠

 

撒
O

※※※※※顎《※※※※※※※
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☆ 油 性 結晶プロカインベニシリンG

無e.'荘射筒入5e・o,堰入(1G.o.80寓閑位含信)
席置魔酌陛.便用時加勲不蟹・註射贋圃意、冷彊不可

☆結晶べ呂シリン軟膏

や けど、きbき ずゼ ⑫ もの、 もの もらい
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☆結 晶G
100.000及200.000國際躍位
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,
ー

メ×
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棄

藁
藁
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嚢
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透性張く、人艦に無害無刺戟、
皮膚寄生虫には直接作用します●

外癖 ・水虫・寄生性巌痒性皮膚病に

日本楢第一製藥株式會東駅郁
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